
 

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構　

革 新 的 医 療 技 術 創 出 拠 点 プ ロ ジ ェ ク ト

平成30年度

革新的医療技術創出拠点
過去から未来　新たなステージへ

成果報告会

ポスター集

東北大学／東北大学病院



 　 

医薬ֶγʔζΛɺ次世代医療 

ग़ޱઓུをࢹ野にೖΕた開発ࢧԉ 
実用化に͚た࠷ڑを 

Ͳのஈ֊Ͱ 
͝૬ஊʹԠ͡·͢ 

ηンタʔ 
Լ ໌ 
東北大学大学院医学系研究科 
循環ث科学分野 教授 
東北大学ප院循環ث科 科 

CR*&TOɺ学֎のアカデϛア発医ྍ系γʔζの研究開
発に͓͍ͯɺૅج研究をྟচԠ用͛ܨるたΊにඞཁͳ開
発ࢧԉを͍ߦɺ研究Ռの実用化を目指し·͢ɻ 
医ྍ系ϕンチϟʔをؚΉɺ͔ۀاΒの૬ஊʢ開発ઓུ立Ҋ
ʣにੵۃతにରԠしɺඞཁにԠͯ͡開発ࢧԉを実ࢪし
͍ͯ·͢ɻ 

�!医工࿈ڌܞ点に͓͚るχʔζओಋの開発 
 ज़ྗɾಛ性をੜ͔した製開発ٕ͍ߴ!�
�!ʮग़ޱઓུʯをࢹ野にೖΕた開発ࢧԉ 
�!ࡒཧɾٕज़Ҡసにର͢るࢧԉ 

�!大نޙൢࢢ研究ɺ国際共同研究の実ࢧࢪԉ 
 験体制ɺྙཧ性ɾ৴པ性の確อ࣏!�
 ɾ教ҭٴ体制のීࢪ験実࣏!�

2003年ʙ2007年度 
2007年ʙ2011年度 
2012年度 
 
 
2013年度 
 
2017年度 

東北大学ઌਐ医工学研究ߏػʢTUB&ROʣ 
東北大学ະདྷ医工学ྍ࣏開発ηンタʔʢ*NB&Cʣ 
東北大学ະདྷ医工学ྍ࣏開発ηンタʔʢ*NB&Cʣͱ東北大学ප院 
 験ηンタʔを౷合ɻ࣏
東北大学ප院ྟচ試験ਪਐηンタʔʢCR*&TOʣをઃஔ 
東北大学ප院͕ྟচ研究த֩ප院උۀࣄにબఆ͞Ε໊শを東北 
大学ප院ྟচ研究ਪਐηンタʔʢCR*&TOʣͱมߋ 
東ژ分ࣨをઃஔ 

γʔζ୳ࡧ
 験 ྟচ研究ࢼ証 ඇྟচݕܭ研究 ઃૅج
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実用Խ 

ઐՈ͕ࡏ੶͢る֤෦͕ 
࿈ܞしͯαϙʔト 

IUUpT�//XXX�DSJFUP�IPTp�UPIPLV�aD�Kp	  CR*&TO ��	

$3*ET0のׂ 
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開発ϓϩηスʹ͓͚Δτʔタϧαϙʔτ 

CR*&50 の割とϏジϣン
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 のϏδϣンڌ

ਓࡐҭ 

Φʔϓン・イϊϕʔγϣン 

ύイϓϥインڧԽ 

ྟচ研究推進 

γʔζऩूྗのڧ化 
 ԉによる開発ύΠプϥΠンࢧ点֎のڌ˔
 化ڧ　
˔国際展開を目指したࡒऔಘࢧԉ 
˔レΪϡϥトリʔɾαΠΤンεに͍ͮجた 
　実用化研究のਪਐ 

ʻ大学院ੜの研究ςʔϚௐ査ʼ 
 

γʔζऩूྗのڧ化 
˔γʔζࢧԉを௨したOJTによるਓ材のҭ 
　ɾڅڙ 
 をثػのΠンύクト͕大͖͍医ྍࢢ˔
　ग़Ͱ͖るੈ࣍代トップクϥεਓ材をഐग़ 

ʻ医ྍثػ開発ਓ材ҭ࠲ߨʼ 
 

 の加ࢪ験実࣏
˔ྟচ研究த֩ප院のػɺҬಛ性を 
　ੜ͔した࣏験実ࢪ体制をଞのڌ点ɾ 
 ڙにఏؔػ　
˔国際展開をݟਾ͑た国際共同ྟচ研究ɾ 
 ࢪ験の実࣏　

 のਂ化ܞ学࿈࢈
˔オʔプンɾΠϊϕʔγϣンɾχʔζͱ 
　γʔζのϚッチンάɾࢧԉɾۀاの 
　ਓ材ҭࢧԉ 
 ԉ料ऩೖɺ実用化に͏ࢧΒの͔ۀا˔
 Ӧのࣗ立化を確อܦऩೖによΓࡒ　

γʔζҭػのશ国展開 

開発ਓ材のҭɾഐग़ 

 験ਪਐͱ国際展開࣏

 ܞ学࿈࢈

ΦʔϧδϟύϯͰͷڮ͠ڀݚΛݗҾʂ 

体
ܥ
Խ
͠
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උ 

 のಛ৭Խ・ઐ門ԽΛ推進ڌ

 Խのϙインτ ౦τϥンスϨʔγϣφϧ・リαʔν・ϓϥοτϑΥʔϜ（TT31）ڧ

"!զ͕国ਵ一の医ྍثػ開発ڌ点 
 点 Ϗジϣンڌし研究ネットϫʔク東北۠த֩ڮ!"

4ͭのػをͬた実用化プϥットϑΥʔムをߏங 

国際ڝ૪ྗを༗͢る開発ޭྫग़ͱ開発ਓ材ҭの循環をͭ͘る 

お問い合わせ ｜　開発推進部門　｜　TEL：022-717-7136　｜　Email：review@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

5531 

แׅ࿈ڠܞఆ 

12



 　 

͜Ε·Ͱの実績 
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39 

69 
89 
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23 

30 

46 

55 

67 

71 

79 

16 

30 

37 

44 

52 

53 

54 

$γʔζ 
#γʔζ 
"γʔζ 

2012年度      2013年度      2014年度      2015年度      2016年度     2017年度 2018年12月末 
時点 

支援γʔζ（累積） 

Aγʔζ：ؔ࿈ಛڐग़ئを目指͢ૅج研究開発γʔζ 
Bγʔζ：ඇྟচPOCऔಘٴͼ࣏験ಧఏग़を目指͢医ༀ医ྍثػのγʔζ 
Cγʔζ：ྟচPOCऔಘঝೝɾೝূを目指͢医ༀ医ྍثػのγʔζ 

開発支援 
γʔζ （累積） 
2018年12月31日時点 294 γʔζ 

111 

95 

33 
11 12 

25 

59 

50 

2018 
開発支援தγʔζ 
2018年12月31日時点 34 γʔζ 1

医薬品 

医療機器 

体֎அ用医ༀ 

 ੜ医ྍ製࠶
ະఆ 

$γʔζ 

"γʔζ 

#γʔζ 

医師主導治験 
9件実施த 

試験物
別分類	

"#$ 
分類	

˞コンϏネʔγϣンプϩμクトの合 
　̍γʔζͰෳ数分ྨに֘し·͢ 

˞Aγʔζに͍ͭͯࡒ෦Ͱಛڐのࢧԉを 
 ΓɺBγʔζɺCγʔζに͍͓ͭͯͯͬߦ　
　ηンタʔશ体ͱしͯのࢧԉを͍ͯͬߦ·͢ɻ 

1.%"（医薬品医療機器૯߹機ߏ）૬ஊ実績 

 外の支援தγʔζڌ

医薬品 
13γʔζ 

医療機器 
10γʔζ 

体外診断用医薬品 
9γʔζ その他 5γʔζ 37 γʔζ 

事લ໘ஊ 31件 ຊ૬ஊ 14 件 45 件 

2017年度 

+ 

お問い合わせ ｜　開発推進部門　｜　TEL：022-717-7136　｜　Email：review@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

 　 

2018年度
開発支援中シーズ134シーズ

※Aシーズについては知財部門で特許の
支援を行っており、Bシーズ、Cシーズ
についてはセンター全体としての支援
を行っています。

※コンビネーションプロダクトの場合は
　１シーズで複数分類に該当します。

開発支援
シーズ数（累積）
2017年度 260 シーズ

Aシーズ
Bシーズ
Cシーズ

支援シーズ数（累積） 開発実績

アイリスモニタ® 
共同研究開発：アトムメディカル株式会社

次世代胎児モニタリング装置

ケディクリーン
共同研究開発：株式会社ケディカ

医療器具用高清浄洗浄剤

これまでの実績

開発推進部門お問い合わせ TEL：022-717-7136 E-mail：review@crieto.hosp.tohoku.ac.jp

8
23
16

39

30

30

69
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37

136
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89
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2012年度 2013年度 2014年度 2017年度2015年度 2016年度

67

52

医薬品
23件

医療機器
10件

再生医療
1件

医薬品・
医療機器

3件

本相談
14件含む

医師主導治験

9件実施中

体外診断用医薬品 33
再生医療等製品 11

未定 12

25C

50
シーズ

A
シーズ

医薬品

111
医療機器

95

ABC
分類

59
シーズB

試験物
別分類

PMDA相談実績
（医薬品医療機器総合機構）

医師主導治験 実施数 

37件 45 件

2017年度

12月31日現在

2012年～2017年度

内、開発推進部門支援シーズは20件

3 
5 6 7 

9 9 2 
2 

4 
6 

7 
9 

2 

2 

3 
3 

医薬品+医療機器 
医薬品 
医療機器 

取り組みと実績 
医師主導治験 実施数（累積） 

医薬品 
 26 件 

医療機器 
10 件 45 件 

2018年12月31日時点 

+
医薬品・ 
医療機器 
 3 件 

再生医療 
1 件 

+ +

開発支援 医師主導治験 立ち上げ数（累積） 

21 
2018年12月31日時点 

件 

2013年度         2014年度        2015年度         2016年度        2017年度 2018年12月末 
時点 

企業導出 実績  
2018年12月31日時点 

医薬品 
17 件 

医療機器 
18 件 

体外診断用医薬品 
3 件 その他 4 件 42 件 

薬事承認 実績 

No. 研究題目 研究者 承認日 
認証日 

C-07 国際展開を目指したAll Japan 研究体制
確立による胎児心電図POC試験 

木村 芳孝 2017/2/23 

C-45 補助循環用金属コネクタの実用化 齋木 佳克 2018/6/14 

B-25 多数歯補綴適用性CAD/CAM加工用レジ
ン材料の開発 

佐々木 啓一 2015/2/27 

B-57 NUDT15-R139C遺伝子多型によるチオ
プリン製剤不耐性予測検査キットの開発 

角田 洋一 2018/4/6 

次世代胎児モニタリング装置 
アイリスモニタ® 
共同研究開発：アトムメディカル株式会社 
研究代表者： 
東北大学大学院医学系研究科 融合医工学分野 
木村芳孝 教授 

お問い合わせ ｜　開発推進部門　｜　TEL：022-717-7136　｜　Email：review@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 
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౦େֶ Ճྸ医ֶ研究ॴ 
ྟচजᙾֶ ڭत ੴԬ ઍՃ࢙ 

お問い合わせ ｜　開発推進部門　｜　TEL：022-717-7136　｜　Email：review@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

開発支援γʔζのհ（1） 
)%"$�1*�, ೋॏ્࡞༻Λ༗͢Δ৽نσϓγϖϓνυྨԑମͷ։ൃ 

)DACͱP*3,のೋॏ્ɺ数छのώトܗݻ
用をೝΊ࡞जᙾޮՌの૬߅๔に͓͍ͯࡉ؞
͍ͯる͜ͱ͔Βɺͦのༀޮ͕ظ͞Εるɻ 
·たɺ໔ӸチΣックϙΠント્ༀ৽し͍
ༀͱしͯ多大ͳؔ心をूΊ͍ͯる͕ɺͦྍ࣏
のޮ10-30�΄ͲͰ͋ΓɺޮՌを૿ڧ
͢るซ用ྍ๏の開発͕ٸͰ͋るɻ 
)DAC્剤Tࡉ๔׆性化のέϞカΠンを
༠ಋしɺP*3,્制ޚ性Tࡉ๔のػを
͑るใ͔ࠂΒɺ',-A11໔ӸチΣックϙΠ
ント્ༀのޮՌを૿ڧし͏るೋͭの࡞用ػ
ংをඋ͓͑ͯΓɺซ用ྍ๏Ͱ߅जᙾޮՌの૿
 ͞Εるɻظ͕ڧ

（1） ',-"111%-1߅体薬の߅जᙾޮՌΛ૿͢ڧΔ 

（2） ',-"11と1%-1߅体薬のซ用जᙾਁ५リンύٿΛ૿Ճͤ͞Δ 

進ঢ়گ 

ϩʔυϚοϓ ৽ͨͳ治療๏ɺ৽ͨͳࢢΛ出͢Δ 
2�1�	 2�1�	 2�2�	 2�21	 2�22	

薬効薬理試験 

薬動ଶ試験・非臨床安全性試験 

ライセンスアウト活動 

非臨床POC取得 

共同研究 
ϥΠηンεアト 

ग़ئಛ6214397：ڐ߸ 
発໌の໊শ：৽نϗεϑΝチジルΠϊγトʔル　 
　　　　　　 3キφʔθ્剤ٴͼ医ༀ 
ొ日：2017年9月 

ѱ性जᙾ 
আ不ɺਐ࠶ߦ発ѱ性जᙾ 
໔Ӹؔ࿈࣬ױ 

遺伝子発ྔݱの制ޚҼ子Ͱ͋る)DAC͓よͼࡉ๔ੜଘにؔΘるγάφル伝ୡを୲͏P*3,
ɺ༗ྗͳ͕Μྍ࣏のඪత分子Ͱ͋るɻώトࡉ؞๔に͓͍ͯɺ)DAC્剤ͱP*3,્
剤のซ用ࡉࡴ๔ޮՌの૬ޮՌをたΒ͢͜ͱ͕ใ͞ࠂΕ͓ͯΓɺ)DAC/P*3,ೋॏ
͞ΕるɻΘΕΘΕɺ化合ϥΠϒϥリʔ͔Βデプγϖظ性͕׆जᙾ߅͍ߴ剤્
プチυྨԑ体を)DAC/P*3,ೋॏ્剤のγʔζͱしͯ同ఆɺߏ׆性૬ؔղੳ͔Β׆
性のྨ͍ڧԑ体	',-A11
を同ఆしたɻ·たɺ)DAC/P*3, ೋॏ્׆性に͍ͭͯͦの׆
性෦Ґ્༷式を໌Β͔にしたɻ͞Βにɺώト͕Μࡉ๔Ҡ২ϚεϞデルに͓͍ͯɺ
༏Εた߅जᙾޮՌをࣔしɺ໔Ӹ৫છ৭๏によΓजᙾ৫Ͱ)DAC/P*3,ೋॏ્を確
ೝしたɻ 

（3） ',-"111%-L1発ݱΛ૿Ճͤ͞Δ 

�� H%"Cͱ PI�, ͷೋॏ્ͷ࡞༻機ং 

�� H%"Cͱ PI�, ͷ્ͦΕͧΕ໔ӸνΣοΫϙイント  
 ڧ薬ͷ効ՌΛ૿્    

HDAC/PIK
⼆重阻害薬

C57B-/CϚεのൽԼにϚεメϥϊʔϚ 
 ๔ B16'10を4 Y 105छɻࡉ
जᙾܗを確ೝޙɺ༹ഔɺ',-A11୯ಠɺ 
PD-1߅体ༀ୯ಠɺͦΕΒのซ用を3日ຖに 
ෲߢ༩したɻ 
',-A11߅PD-1߅体の߅जᙾޮՌを༗ҙに
 る͜ͱ͕分͔ͬたɻ͢ڧ૿

ϚεメϥϊʔϚࡉ๔ B16'10をछしたϚεのजᙾαンプルを'AC4ղੳした
݁Ռɺ',-A11ͱPD-1߅体ༀのซ用によΓCD8ཅ性ࡉ๔数͕༗ҙに૿加し͍ͯたɻ 

B16'10ࡉ๔ഓཆ系に͓͍ͯɺ',-A11PD--1発ݱを૿加ͤ͞る͜ͱを確ೝしたɻ 

�� F,�"ߏ��造ࣜ 

C��H��/�O�4� 

days

 ըܭ験・開発ٕज़の֓ཁ 開発ࢼ

ର࣬ױ ݖࡒの֬อঢ়گ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

 ܞ͢Δ企業࿈ر

͕Μ 
 ๔ࡉ

P%�� 
P%�-� 

 ๔ࡉ 5
�

5SFH 

H%"C્薬 

έϞΧイン 

P%߅��ମ薬 

PI�,્薬 
活性Խ 

活性Խ 

2�1�	 2�1�	 2�2�	 2�21	 2�22	 2�23	


��%FPYZ���qVPSP���UIJP�Ќ�%�BSBCJOPGVSBOPTZM	��༠ಋମࢎ֩ 
UIZNJOF 4�'."6બతʹ&#7ײછࡉ๔Λࡉ๔ࢮʹಋ͘ 

アγクϩϏルɺΨンγクϩϏルͳͲの߅Π
ルεༀɺΠンタʔϑΣϩンɺΠンタʔϩΠキ
ン-2ɺ໔Ӹάϩϒリン੩ͳͲの໔Ӹොྍ׆
๏ɺεςϩΠυɺαΠクϩεϙリンAͳͲに
よる໔Ӹ制ྍ๏ɺΤトϙγυͳͲによる化
学ྍ๏͕試͞Ε͖ͯた͕ɺ͜ΕΒによる࣏
ྫ΄ͱΜͲͳ͍ɻࡏݱのͱ͜Ζ݂ࡉװ๔
Ҡ২͕།一࣏のՄ性͕͋るྍ࣏๏Ͱ͋るɻ 

進ঢ়گ 

ϩʔυϚοϓ ॳΊͯの$"E#7ؔ࿈ന݂පの治療薬 

ライセンスアウト 

ग़ئಛڐ：日ຊ 5326173߸ 
　　　　　த国 2013092600196320 
発໌の໊শ：ΤプεタΠンɾόʔルΠルε 
　　　　　　ؔ࿈࣬ױにର͢るༀ剤͓よͼ 
　　　　　　ͦのεクリʔχンά๏ 
ग़ئ日：2008年9月8日 

CA&B7ؔ࿈ന݂පʢリンύजをؚΉʣ 
&B7ຫ性ײછをݪҼͱ͢るリンύ૿৩性
 Ͱ東アジアに多͍ɻױ࣬
者数：年ؒ100ྫɺ૯数国Ͱױن
1000ྫఔ度 

ຫ性׆ಈ性&B7ײછ	CA&B7
ભԆ͋る͍࠶発͢る伝છ性୯༷֩ঢ়をࣔしɺ 
末ধ݂͓よͼපม৫Ͱ&B7ײછT/N,ࡉ๔͕Ϟϊクϩʔφル͋る͍オリΰクϩʔφ 
ルに૿৩しɺ数年͔Βे数年のܦաͰɺ΄΅શྫ͕ଁث	心؊
不શѱ性リンύजɺ 
ന݂පɺ݂ᩦٿ৯ީ܈ɺ日ײݟછͳͲͰࢮにࢸる予ޙ不ྑの࣬ױͰ͋るɻ&BΠ 
ルεにײછし૿৩したTリンύٿɺN,ࡉ๔をࠜઈしͳ͍ݶΓྍ࣏ظͰ͖ͳ͍リン 
ύ૿৩性࣬ױに分ྨ͞Εるɻ 
4-'."6EpstaiO-#arr 7irus 	E#7
 ༝དྷの߬ૉ thZmiEiOe kiOase ʹΑͬͯಛҟ 
తʹリンࢎԽ͞Εɺ॓主%N"߹Λ્͢ΔɻE#7ײછࡉ๔Ͱੑ׆Խ͞ΕΔϓϩυϥο 
グͰ͋りɺຫੑ׆ಈੑE#7ײછ 	$"E#7
 ʹ͏治ੑന݂පの治療薬ީิͰ͋Δɻ 
 

4-'MAU֩ࢎの1ͭͰ͋るϐリϛジンの༠ಋ体Ͱ͋Γɺ&B7ؔ࿈जᙾࡉ๔தに発ݱし͍ͯる&B7-T,によͬͯ1リンࢎ化͞Εɺͦのޙɺ
॓ओम০߬ૉによͬͯ3リンࢎ化͞Εた4-'MAU-TP͕॓ओࡉ๔ʢजᙾࡉ๔ʣDNA合にऔΓࠐ·ΕɺͦΕҎ্のDNA৳を્͢る
タʔϛネʔタʔͱしͯ࡞用͢る͜ͱͰɺजᙾࡉ๔͕ࢮたΒ͞Εるͱ͑ߟΒΕるɻ一ํɺ4-'MAUώトT,Ͱリンࢎ化体にม͞Ε
ͳ͍たΊɺ͍ߴजᙾಛҟ性を༗͢るͱ予͞Εるɻ 

"
 薬の取ಘݪ　

$
　4-'."6$"E#7ϚスモσϧͰޮՌΛࣔ͢ 

#
　*O vitro 10$ 

७����� 

CA&B7ױ者༝དྷのന݂පࡉ๔をҠ২ 
したϚεに4-'MAUを1日1ճ5日ؒ 
੩຺࿈ଓ༩したɻ 
CA&B7の代表తࡉ๔株ɺN,ɺCD4ʴ-Tɺ
CD8ʴ- Tのͯ͢に͓͍ͯजᙾࡉ๔͕
 গしたɻݮ
 ๔ͰのޮՌࡉ,図Nࠨ˞

CA&B7ױ者͔Βथ立したന݂ප

๔ࡉ๔ɺ˓：Tࡉ,˔：N	๔ࡉの 
Jn WJUSP૿৩にର͢る50�制
	&C50
を5日ؒഓཆしたのͪに
MTT๏Ͱ検౼したɻ 
 ϔルϖε剤ͱൺֱしͯ߅ଘのط
4-'MAUྗڧͳ߅Ψン׆性をࣔ
し͍ͯるɻ 

લྟচࢼ験 
%）ϥοτ48෮༩（(L1） 
E）αϧ18෮༩ 
'）Ҩಟੑࢼ験@છ৭体ҟৗ（(L1） 
(）Ҩಟੑࢼ験@".E4（(L1） 
)
  iO vitro ؊ϛΫϩιʔϜࢼ験 
 * 
  iO vitro ݂ᕶタンύΫ݁߹ੑࢼ験 
 
+）αϧ48෮༩（(L1） 
˞2019実施༧ఆ 
 

౦େֶࡂՊֶࡍࠃ研究ॴ  
 ӫҰ ۄत 児ڭ છֶײࡂ

 ըܭ験・開発ٕज़の֓ཁ 開発ࢼ

ର࣬ױ ݖࡒの֬อঢ়گ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

 ܞ͢Δ企業࿈ر

αル෮
48	(-P
 

ϥΠηンεアト׆ಈ 

ୈᶗ/ᶘ૬試験 

ඇྟচPOCऔಘ 

ϥット෮18 ϥット෮48 
ʢ(-Pʣ 

؊ϛクϩιʔム タンύク݁合性 

加試験 ݪༀ合 
検౼ 

αル෮18 αル୯ճ 

PRT 
 ࡞

ˡ　　　　　ֵ৽త͕Μ医ྍ実用化研究ۀࣄ　　　　　ˠ 
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開発支援γʔζのհ（2） 
͕࣏Μʹର͢Δ7BTPIJCJO��Λඪతͱֵͨ͠৽తྍ࣏๏ͷ։ൃ 

用চͰྟ͘体医ༀの༗用性確立しɺ߅
͞Ε͍ͯる͕ɺߴༀՁの߅体ༀをසճ༩͢
る͜ͱによる医ྍඅのߴಅ͕社会ͱͳͬ
͍ͯるɻ 
者ࣗױ体༠ಋ型ϖプチυϫクチンͱɺ߅
にඪతͱ͢る分子にର͢る߅体を࢈ੜͤ͞る
͜ͱͰޮྍ࣏Ռを発͢شるのͰɺ߅体Ձ͕
ҡ࣋͞ΕるݶΓ༗ޮ性を࣋ଓతに発شしɺै
དྷの߅体医ༀのをճආ͢るըظతͳྍ࣏
๏Ͱ͋Γɺࡉ๔ো性Tࡉ๔を׆性化͢る͕
Μϫクチンͱҟͳるج൫ٕज़Ͱ͋るɻ 

（1）7"4)2発ݱʹΑΔ͕Μ進లのӨڹ 

（2）7"4)2ʹର͢Δ߅体༠導 
　　  ϫΫνンの࡞ 

進ঢ়گ 

ϩʔυϚοϓ 

生Λ༠導͢Δ໔Ӹ療๏ʹΑりɺᢄ͕ΜΛॳΊと͢Δ治͕Μʹର͢Δ࢈体߅
సҠ・再発の੍͕ظ͞ΕΔ 

2�1�	 2�2�	 2�21	 2�22	 2�23	 2�24	

製剤に関する検討・原薬製造 

薬効薬理試験 

非臨床POC取得 

製ൢചۀا 

ϫクチンにؔ͢るಛڐग़ئをྃし
͍ͯる 

ᢄ͕ΜをॳΊͱ͢る͕࣏Μ 

ώト7A4)2߅体༠ಋ型ϫクチンɻ 
研究開発者݂৽ੜ制Ҽ子7aTPIJCJn-1	7A4)1
ͱɺͦのϗϞϩάͰ፰߅తに

7A4)2	用͢る7aTPIJCJn-2࡞を発ݟし͓ͯΓɺಛに7A4)2ɺᢄ͕ΜをؚΉ͞·͟
·ͳ͕Μࡉ๔͕発ݱしɺजᙾ݂৽ੜのଅਐ͚ͩͰͳ͘ɺ͕Μਵઢҡժࡉ๔の૿ɺ
๔の༡ɾਁ५をଅਐし͕ͯࡉ๔のਁ५による͕Μ໔Ӹճආ͕Μࡉ༝དྷ໔Ӹ制ࠎ
Μのਐ展をଅਐ͢る͜ͱを໌Β͔にしたɻຊ研究開発Ͱɺᢄ͕ΜをॳΊͱ͢る͕࣏
Μをରにɺώト7A4)2を分子ඪతͱした߅体༠ಋ型ϫクチンの実用化を目指͢ɻ 

7A4)2ɺᢄ͕Μに͓͍ͯɺ͕Μの
ਐ展に͕ͬͯΜࡉ๔にߴ発ݱしɺಛに
ᢄ͕ΜのసҠに͢るଅਐޮՌ͕͘ڧɺ͕
Μのਐ展をؔ͘ڧ༩͢る͜ͱを໌Β͔に
したɻ 

ώトͱϚεに共௨の7A4)2ϖプチυ 
ϫクチンを࡞しɺϚεసҠ実験に͓ 
͍ͯɺ7A4)2߅体の্ঢによͬͯഏ͕Μࡉ๔ᢄ͕Μࡉ๔ԕִసҠをݦஶに制͢る
͜ͱをূ໌しͯಛڐग़ئをྃしたɻ 

 ըܭ験・開発ٕज़の֓ཁ 開発ࢼ

ର࣬ױ ݖࡒの֬อঢ়گ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

 ܞ͢Δ企業࿈ر

企業活動 

治験薬製造 医師主導治験（FIH） 

非臨床安全性試験 

ຊ๏ɺ্ٕهज़を用͍た߅体࢈ੜを༠ಋ͢る໔Ӹྍ๏ͱ͍͏ಛɺ7A4)2ͱ͍͏オリ
ジφルͳ分子を͕ΜసҠにର͢るྍ࣏ඪతͱ͢るͱ͍͏ಠ性を༗し͓ͯΓɺ7A4)2を
͞ظるޮՌ͕͢ޚ発を制࠶ΜにରしͯసҠɾ͕࣏るᢄଁ͕ΜをॳΊͱ͢る͢ݱ発ߴ
Εるɻ 
	

お問い合わせ ｜　開発推進部門　｜　TEL：022-717-7136　｜　Email：review@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

͕Μࡉ๔ 

7"4)2 ଟ࠼ͳ࡞用Ͱ͕Μ進లΛଅ進͢Δ 

ਁ५ɾసҠのଅਐ 
͕Μࡉ๔ࣗの

 用࡞
CanDFS 4DJ 2017C CanDFS 4DJ 2017a 

͕Μਵઢҡժࡉ๔のੑ׆Խ 

MPl CanDFS RFT 2012 
OnDPHFnF 2013 
MPl CanDFS 2014 

पғの͕Μඍখ環ڥの࡞用 
जᙾ݂৽ੜのଅਐ 

7"4)2 

౦େֶපӃ 
ൽෘՊ ߨ師 ౻ଜ  ඇ৵ऻੑܭଌʹΑΔൽෘजᙾਁ५ଌఆ๏ͷ։ൃ 

μʔϞεコϐʔඇ৵ऻతํ๏によͬͯఆ性
తにൽෘजᙾをஅ͢るπʔルͰ͋Γɺ日ৗ
ྍͰ͘ΘΕ͍ͯるʢ図1ʣɻ 
し͔しɺμʔϞεコϐʔͰඍখਁ५をஅ͢
る͜ͱख़࿅のൽෘ科医Ͱौ͢るɻہॴ
తͳපมͰ͋る͔సҠのՄ性͕͋る͔ɺ
にٸにؔΘるたΊૣํྍ࣏の検査ɾޙࠓ
அ͢る͜ͱ͕ٻΊΒΕる͕ɺ͜Εにੜ検͕
ඞཁͰ͋Γɺ৵ऻతͰ͋る͜ͱ͔Β͍᪳ɺ
පଶਐߦɾ予ޙѱ化をট͘͜ͱগͳ͘ͳ͍ɻ
ຊɺඇ৵ऻతํ๏によͬͯఆྔతにൽෘ
जᙾのඍখਁ५をධՁ͢る͜ͱをコンηプト
ͱし͍ͯるʢ図2ʣɻ 
μʔϞεコϐʔによるఆ性తஅͱຊによ
るఆྔతஅをซ用͢る͜ͱͰɺૣظஅɾ
 るɻ͢ݱ実͕ྍ࣏ظૣ

（1）機器開発 

（2）ੑ͓Αͼ҆શੑΛධՁ͢Δଟ施ઃڞಉ医師主導治験 

進ঢ়گ 

ϩʔυϚοϓ 

؆ศͳൽෘजᙾਁ५診断ख๏ 

共同研究ۀاɾϥΠηンεアト 

ग़ئಛ103156-2015：ڐ 
発໌の໊শ：Թ度測ఆஔɺ伝ಋ測ఆ 
　　　　　　ஔ͓よͼ伝ಋ測ఆํ๏ 
ग़ئ日：2015年5月20日 

ൽෘजᙾ 

ຊ研究にͯ開発͢るඇ৵ऻখ型性測ఆثػʢҎԼɺຊʣɺখ型の性ܭ測ث
Ͱ͋Γɺ表໘Թ度を1/100ˆ·Ͱਖ਼確に測ఆͰ͖る͜ͱ͓よͼ測ఆ͕数ेඵͰྃ͢る
͜ͱをಛͱ͢るثػͰ͋るɻ 
͜Ε·Ͱにͬߦたྟচ研究の݁Ռ͔Βɺຊൽෘजᙾͱ݈ৗ෦の伝ಋのࠩを検ग़
Ͱ͖る͜ͱを確ೝしたɻసҠのՄ性をਁͭ࣋५͕Μ݈ৗ෦にൺ伝ಋ্͕ঢ͢
る一ํɺ表ൽ͕ΜඇసҠ性ൽෘजᙾ݈ৗ෦にൺ伝ಋ͕Լ͢る͜ͱ͕໌Β
͔にͳͬたɻຊͦの伝ಋのࠩをਫ਼ີに測ఆ͢る͜ͱͰൽෘजᙾのਁ५度をஅ
͢るثػͱしͯༀࣄঝೝを目指͢ɻ 

த֩ප院のΈͳΒͣํྍॴͳͲ༷々ͳࢪઃに͓͍ͯɺઐ
医ɺඇઐ医͕用Ͱ͖るثػに͢るたΊにɺثػのখ
型化ٴͼγンプルͳૢํ࡞๏͕ٻΊΒΕるͱ͑ߟɺ࠷適化を
ਐΊ͍ͯるɻ測ఆプϩʔϒʢ図3ʣยखͰ҆ఆしͯૢ࡞Մ
ͳઃܭにしͯɺૢ࡞ϑットεΠッチͰ͑ߦるよ͏に͢る
ͳͲϢʔβϏリςィの্図͍ͬͯるɻ·たɺ測ఆ͕ਖ਼し
͘Ͱ͖ͳ͔ͬた合にϥンプ͕点౮͢るػをࡌしɺਖ਼
し͘測ఆ͕Ͱ͖た͜ͱを֮ࢹతにஅͰ͖るよ͏にվྑしͯ
͍るɻ 

性͓よͼ҆શ性を検ূ͢るたΊにɺ多ࢪઃ共同医ࢣओಋ࣏
験の実ࢪをܭըし͍ͯるɻ開発をࢧԉし͍ͯるڮし研究ڌ
点ɺ医ࢣओಋ࣏験のࢧԉ実͕๛Ͱ͋Γɺԁͳ४උɾ
実ظ͕ࢪͰ͖るʢ図4ʣɻ 

 ըܭ験・開発ٕज़の֓ཁ 開発ࢼ

ର࣬ױ ݖࡒの֬อঢ়گ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

 ܞ͢Δ企業࿈ر

2�1		 2�1
	 2�1�	 2�1�	 2�2�	 2�21	 2�22	 2�23	

臨床研究 

機器改良 

ライセンスアウト活動 
薬事承認 

医師主導治験 

機器 
開発 

承認申請 

図1� μʔϞεコϐʔ 

Thermistor Melanoma

Probe

n!ہॴのൽෘ表໘Թ度をߴ͔ͭ
 ਫ਼度に測ఆߴ

n!一ఆ電ྗをύルεతに༩͑た時
のԹ度ݮਰよΓ伝ಋをܾఆ 

n!  時ؒ Ͱ測ఆՄ	10ඵҎ
 

φ 0.43

Lead wires

FEP tube

Guard heater

Temp. sensor

Sample

1 mm[

保護加熱�

熱損失�

図2� ຊの測ఆݪཧ 

図4�CR*&TOのࢧԉ実 
ʢฏ19ʙ29年度 ྦྷੵʣ 

߲目 実績 
（件数） 

 229 ئग़ڐಛؔ

医師主導治験ಧఏ出 15 

ༀࣄঝೝɾೝূऔಘ 2 

ϥΠηンεアトɾ
ಛڐৡܖ 28 

図3� ຊのΠメʔジ 

౦େֶະདྷՊֶٕज़ڞಉ研究ηンタʔ 
 ࢙༃ ౻ࠤ तڭ
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౦େֶେֶӃ医ֶܥ研究Պ 
݂ӷ໔Ӹֶ ੴҪ ஐಙ 

౦େֶେֶӃ医ֶܥ研究Պ 
์ࣹઢ診断ֶ ڭत ߴ ܓ 

ྟচࢼ験ऴ͔ྃΒ承認取ಘ·Ͱのγʔζ（1） 

お問い合わせ ｜　開発推進部門　｜　TEL：022-717-7136　｜　Email：review@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

よΓ発ੜしたϥジオをόΠϙʔݯप電ߴ
ϥ電ۃよΓ৫に௨電しɺױ෦ۙの৫を
 るஔɻͤ͞ݻڽ
�ѹの10݂ߴ発性アルυεςϩンશݪ
ఔ度をΊɺアルυεςϩンの݂ѹ্ঢ࡞用ɺ
ѹ݂ߴ用のたΊに௨ৗの࡞のোثଁ
にൺ4-12ഒの合ซ発を༗͢る࠷
ස度の࣍2͍ߴ性݂ߴѹͰ͋るɻΘ͕国
ͰෲڸߢԼ෭ਛఠআज़͕ྑ性෭ਛजᙾにର
͢るඪ४ज़式ͱͳ͍ͬͯるɻし͔しɺຊの
જࡏతͳױ者数をྀ͢ߟるͱɺશຑਲෲߢ
Լの෭ਛఠग़ज़によるશ国の年ؒखज़ྫ数ڸ
600݅のΈͰରԠࠔͱ͑ߟΒΕɺ·たྑ
性जᙾͰ͋るたΊにɺよΓ৵ऻのྍ࣏๏͕
·Εるɻ 

 発性アルυεςϩンݪ

ຊ๏ɺΠンタʔϕンγϣφルϥディオϩジʔ
ʢ*7Rʣのٕज़を用͍ͯɺR'Aʢϥジオアϒ
レʔγϣンʣγεςムによるྍ࣏Ͱ͋るɻ 
ඪ४ྍ࣏Ͱ͋るෲڸߢԼ෭ਛఠআज़ͱൺֱしͯɺ
৵ऻྍ࣏を実ݱՄͱ͢るɻ 
෭ਛをશఠग़しͳ͍たΊにɺରଆの෭ਛ͕׆性
化しա分ൻ͞Εた時の加ྍ࣏の༨を͢ɻ 
医ࢣओಋ࣏験にͯ実ࢪした୳ࡧత࣏験͓よͼ検ূ
త࣏験の݁Ռɺ製ൢചۀاにϥΠηンεア
トࡁΈͰ͋Γɺࡏݱ֘ۀاによるঝೝਃ४උ
தͰ͋るɻ 

アルυεςϩン࢈ੜથजをɺCTΨΠυԼに
ϥジオমऊにͯઠしɺͤ͞ݻڽる͜
ͱͰɺඇखज़తにϗルϞンをਖ਼ৗ化ͤ͞るɻ 

 験・開発ٕज़の֓ཁ・目తࢼ

ର࣬ױ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

*73ʹΑΔ݂ߴѹ࣏ࠜज़ 
ʵ෭ਛ੩຺αϯϓϦϯάٕज़ΛԠ༻ͨ͠ੑൃݪ 
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹΞϧυεςϩϯͷ৵ऻྍ࣏ʵ 

者の৵ױ発ੑアϧυスςϩンݪ
ऻ治療Λ実ݱՄʹ͢Δɻ 

શੑڧൽに͓͚る指ઑのൽෘ௵ᙾɺඍ
খ݂োをج൫にɺレΠϊʔݱͱؔ࿈し
ͯ50�ఔ度のױ者に͓͜るߴස度合ซͰ͋
るɻ͜͏したൽෘ௵ᙾ໔Ӹ制剤に不ԠͰɺ
ししɺ݂֦ு剤ɺ·たݻڽ߅剤によ
るྍ࣏によͬͯे分ͳޮՌ͕͑ΒΕͳ͍
を大͖͘ଛ׆者の日ৗੜױ性පଶͰ͋Γɺ࣏
ͳ͏ɻ 
出ྗ体外িܸ治療（E48T）ɺ݂
ൽࡉ๔に͓͚る7&('ͳͲのӷ性Ҽ子の࢈ੜ
を༠ಋし৽し͍݂のܗをଅ͢ɻ͜の࡞用
をհし࣏ͯ性ڱ心ͳͲ݂ڏを͏ɺ͍͘
͔ͭの࣬ױにԠ用͞Ε͍ͯる͕ɺ֤छɺ࣏
性ൽෘ௵ᙾのྍ࣏ͱしͯ༗ޮͰ͋る͜ͱ͕
ࣔ͞Ε͍ͯるɻ 

 ൽڧ

2013年ʙ15年に実͞ࢪΕた多ࢪઃ共同医ࢣओಋ
࣏験によΓɺग़ྗিܸྍ๏ɺྟচ্ɺ࣏
Ͱࣄࡏݱ実্ྍ࣏๏͕ͳ͍શ性ڧൽのൽෘ௵
ᙾにରし͍ͯڧ༗ޮ性をࣔしたɻ 
ग़ྗিܸྍ๏͕࣏性のڧൽൽෘ௵ᙾにର
しͯɺશ͘৽し͍ྍ࣏๏ͱしͯༀྍ๏に加͑ͯ
ซ用͞Εಘる༗用ͳྍ࣏๏Ͱ͋るɻ 
 
ݱΈɻࡁڙにఏۀاక݁した製ൢܖ験݁Ռ࣏
 ঝೝਃ४උதͰ͋るɻ͕ۀاɺࡏ

 験・開発ٕज़の֓ཁ・目తࢼ

ର࣬ױ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

ੑ࣏௵ᙾΛ͏ڧൽɺࠞ合ੑ݁合৫පɺશੑ
ΤϦςϚτʔσεʹର͢Δग़ྗମ֎িܸྍ࣏๏ 

E48TʹΑΔ治療๏ 

ͦΕͧΕの܈ྍ࣏に͓͍ͯɺ 
௵ᙾ数͕20ˋɺ50ˋɺ70ˋফࣦしたױ者のׂ合 

P-WalVF� PFaSTPn�T DIJ-TRVaSF UFTU  

౦େֶେֶӃ医ֶ研究Պ 
ױଛを͏࣬ܽࠎ科Ͱ多͘の֎ߢޱ ৻治 歯科ɾח तڭ

͕͋る͕ɺ͜Ε·Ͱのਓ工ࠎͰڧ度を確อ
͢る͜ͱ͕し͘ɺΠンプϥントྍ࣏をલఏ
ͱしたʮ࠶ࠎੜʯに用Ͱ͖ͳ͍ɻ 
ͦ͜Ͱɺ東北大学חɾླ木Βのάルʔプ͕
日ຊϋム株式会社ͱ共同研究Ͱ開発したɺࠎ
オクタカルγム合ࢎੜ材料Ͱ͋るɺリン࠶
ͱϒタൽෘ༝དྷアςϩコϥʔήンͱのෳ
合材料ʢOCP/CPllaHFnʣを用͍ͯɺ歯科ɾ
Ҡ২ࠎ科ྖҬͰの適用をఆしɺࣗՈ֎ߢޱ
をඞཁͱしͳ͍ܽࠎଛのम෮ɺ歯科Πンプϥ
ントのྍ࣏にඞཁͳ࠶ࠎੜを目指͢ɻ ্Լֺࠎɺ歯૧ࠎのܽࠎଛ෦·たۭ

ܺ෦の࠶ࠎੜʢインϓϥンτ২立Λલ
ఏとͨ͠ࠎ再生治療ΛؚΉʣɺαΠφ
εリϑトɺιέットプリβϕʔγϣンɺ
ֺ྾ɺの͏๔ɺ 

OCP/CPllaHFnによる࠶ࠎੜの実ݱによͬͯױ
者ࣗの݈߁ͳࠎを࠾औしͯපม෦のྍ࣏に用
͍るࣗՈࠎҠ২ज़をݮΒ͢͜ͱ͕ظͰ͖るɻ
ͦΕΒによͬͯױ者͞Μのۤ௧のܰݮɺೖ院ظ
ؒのॖにد༩Ͱ͖るͱ͑ߟるɻ 
·たɺ体のࡉ๔のػをར用͢るOCP/ 
CPllaHFnによる࠶ࠎੜٸۓखज़に͓͚る 
ରԠ͕ظͰ͖るͱͱにɺܗ֎科ྖҬ 
開಄w開ڳखज़に͏ܽࠎଛのम෮の 
Ԡ用͕ظ͞Εるɻ 
しɺਃをऴ͑ͯɺڙにఏۀا験݁Ռを製ൢ࣏
 ɺঝೝͪͰ͋るɻࡏݱ

 験・開発ٕज़の֓ཁ・目తࢼ

ର࣬ױ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

ϦϯࢎΦΫλΧϧγϜɾίϥʔήϯෳ合ମ 
ʢ0$1�$PMMBHFO ʣʹΑΔ࠶ࠎੜྍ࣏ 

ࣗՈࠎҠ২ज़ʹ͔ΘΔࠎ再生ࡐ 

OCP/CPllaHFn 

εϙンジঢ়の多࣭ 

ֺ྾ྫ 

2	
	

3	

1�! ,aNaLVSa 4 FU al� ODUaDalDJVN pIPTpIaUF 	OCP
 DPNCJnFE XJUI 
DPllaHFn PSUIPUPpJDallZ FnIanDFT CPnF SFHFnFSaUJPn� J BJPNFE 
MaUFS RFT B Appl BJPNaUFS 79� 210-7� 2006� 

2�! MaUTVJ , FU al� BPnF SFHFnFSaUJPn CZ PDUaDalDJVN pIPTpIaUF 	OCP
 
DPllaHFn DPNpPTJUFT Jn a EPH alWFPlaS DlFGU NPEFl� *nU J OSal 
MaYJllPGaD 4VSH 39� 1218-25 2010� 
,aXaJ T FU al� 'JSTU DlJnJDal applJDaUJPn PG PDUaDalDJVN pIPTpIaUF  
DPllaHFn DPNpPTJUF Jn IVNan CPnF EFGFDU� TJTTVF &nH PaSU A 20� 1136-41 2014� 

3� 

1	

1�! ҆ਖ਼Βฤɺୈ3൛　よ͘Θ͔るߢޱΠンプϥント学ɺ医歯ༀग़൛株式会社ɺ2005 p�226　
図5-122 ଆํアプϩʔチʢαΠφεリϑトʣ 

2�!  補ర材をరೖ͢るɻࠎΕた্ֺಎ೪ບͱ্ֺಎఈ෦のεϖʔεに্͞ڍ
3�! βɾクΠンςッηンεɺクΠンςッηンεग़൛株式会社ɺ37ɺ2ɺ2018 p�48　図8 歯૧అอ

ଘज़ͱʁൈ歯ޙにࠎ補ర材をൈ歯ᜰҠ২͢る 
4�! ֺ྾ྫͱͦのܦաʢ࣏験デʔタよΓʣ 

4	

医療๏ਓሞथձ ઋԘརපӃ 
ࣖՊखज़ηンタʔ খྛ ढ़ޫ ˙試験 

γリコン性ࣖϐン 

ࣖ開์ྫ࣏ 

ຊɺ確立したྍ࣏๏͕ଘࡏしͳ͍ࣖ開
์ྫ࣏のױ者にରしͯɺ৽たͳྍ࣏๏を
ఏࣔ͢るըظతͳ医ྍثػͰ͋るɻ 
2017年6月よΓɺ多ࢪઃ共同医ࢣओಋ࣏験
を開࢝しɺ2019年1月に࣏験ऴྃಧをఏग़
したɻ 
医ࢣओಋ࣏験の݁Ռɺ80�Ҏ্のඃ験者にର
しͯ༗ޮ性をࣔした͜ͱ͔Βɺඇৗに༗ӹͳ
 ΒΕるɻ͑ߟΕるͱ͞ࢢ๏ͱし্ͯํྍ࣏

 験・開発ٕज़の֓ཁ・目తࢼ

ࣖੑ࣏։์ʹର͢ΔγϦίϯࣖϐϯͷ 
ༀࣄঝೝɾอݥҩྍԽ 

治療๏͕ଘ͠ࡏͳ͍治ੑࣖ開์ʹ 
ରͯ͠ɺ༗ӹͳ৽ن治療ํ๏ΛఏҊ͢Δ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

˙開発ٕज़の֓ཁɾ目త 
ࣖ開์ਓޱの5�ఔ度͕発͢るͱݴ
ΘΕるɻܰ度ʙத度のࣖ開์ɺੜཧ
৯Ԙਫ点ඓྍ๏のอଘతྍ࣏を実ࢪしͯ
ঢ়のコントϩʔルを͍ͯͬߦるɻし͔しͳ͕
Βɺอଘతྍ࣏Ͱコントϩʔル͕ࠔͳ
 るɻ͢ࡏ性ࣖ開์͕ɺ年ؒ300ྫఔ度ଘ࣏
ຊ࣏性ࣖ開์ྫをରͱしͯɺܦ
にૠೖしɺࣖのܺؒをຒߢບతにࣖޑ
Ίる͜ͱによΓɺࣖ開์のঢ়をվળ͢
るɻ 

ର࣬ױ 

͕ࣖ開์した··にͳる͜ͱによΓɺ 
ࣖ開์ঢ়をఄ͢る 

2019年3月末 ࿈ۀاܞよΓঝೝਃ予ఆ 
 に合ΘͤたαΠζをબՄܘ者のࣖױ

ʲ༗ޮ性ʳ 
　ओཁධՁ߲目のվળ ʢ95� C*ʣ　　　　 
　82�1�ʢ63�1ʙ93�9ʣ 
ʲ҆શ性ʳ 
　大͖͘ͱͳる༗ࣄೝΊͳ͔ͬた 

臨床試験ऴ͔ྃΒঝ認取ಘ·Ͱのシーζ（�）

౦େֶʗ౦େֶපӃ
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౦େֶେֶӃֶࣃ研究Պ 
ઌϑリʔϥδΧϧ੍ֶޚ 

 ࠲ߨಉ研究ڞ
 त ੁ ଠڭ

 Ұܒ ʑࠤ तڭ

౦େֶେֶӃֶࣃ研究Պ 
 ໜ ࢘प治療ֶ ঙࣃࣃ

౦େֶେֶӃֶࣃ研究Պ 
 　γスςϜิ௲ֶߢޱ

 Ұܒ ʑࠤ तڭ

ྟচࢼ験ऴ͔ྃΒ承認取ಘ·Ͱのγʔζ（2） 

お問い合わせ ｜　開発推進部門　｜　TEL：022-717-7136　｜　Email：review@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

ैདྷのԻスέʔϥʔʹରͯ͠ϥδΧϧࡴ
 पප治療機器Λ開発ɻࣃΛ༩ͨ͠ߏ機ە
 
•! Իεέʔϥʔに405 nN レʔβʔϢ

χットをࡌ 
•! ༀ剤݉ྫྷ٫ਫͱしͯ3�աࢎ化ਫૉʢ࣏験

ༀʣを用 
•! レʔβʔͱաࢎ化ਫૉをεέʔϥʔઌ

෦͔Β์ग़ 
㱺 Իεέʔリンάͱ同時に歯पϙέッ  
　トのපەݪにରしϥジカルەࡴを͏ߦ 

•! ϥジカルەࡴをซ用͢る͜ͱͰैདྷ๏よΓ
ޮతͳ歯पප͕ྍ࣏Մͱͳるɻ 

•! ैདྷͰ͋Ε֎科తྍ࣏し͔બ͕ࢶΒͳ
͔ͬたױ者にର͢るඇ֎科ྍ࣏ͱしͯのޮՌ
 Ͱ͖るɻظ͕

 験・開発ٕज़の֓ཁ・目తࢼ

ର࣬ױ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

৵ऻɾޮߴͳࣃपݱ࣮ྍ࣏ͷͨΊͷہॴ੍ܕޚ
ϥδΧϧثྍ࣏ەࡴͷ։ൃ 

৽ͨͳࣃՊ治療๏ɺ৽ͨͳࢢΛ出͢Δ 

ʲ目తʳ 
ϋイυϩΩγアύタイτ	)"
ඍࢠཻࡉを歯
࣭表໘にࣹɺিಥͤ͞ɺ)A͔Βͳるݻڧ
ͳਓ工Τφメル࣭をੜ͢るࣃՊ用ύμʔ
δΣοτσϙδγϣン	1+%
治療機器開発ɾ
実用化 
 
ʲ適Ԡʳ 
֮աහの制ɺม৭歯のϗϫΠトχンάɺ 
͏ৰྍ࣏ 

֮աහ 
	͏ৰɺม৭歯適Ԡ֦大予ఆ
 

ຊ๏ɺ歯࣭ͱ同༷の材料Ͱྍ࣏を͜͏ߦ
ͱのͰ͖るٕज़Ͱ͋ΓɺػߴΠンタʔ
ϑΣΠεੈքతにྫをݟͳ͍৽たͳ
歯科ྍ࣏๏ɺ৽たͳࢢをग़͢るのͰ
͋るɻ 
Ͱ͋Γɺ製ൢۀا験݁Ռɺ共同研究࣏
ച会社Ͱ͋る株式会社αンΪにಋग़ࡁΈͰɺ
 ঝೝਃを४උதͰ͋るɻ͕ۀاࡏݱ

 験・開発ٕज़の֓ཁ・目తࢼ

ର࣬ױ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

֮աහΛରͱͨ͠ࣃՊ༻ύμʔδΣοτσϙ 
δγϣϯஔʹΑΔূݕతݧ࣏ 

৽ͨͳࣃՊ治療๏ɺ৽ͨͳࢢΛ出͢Δ 

͏ৰによΓࠜの歯৫͕ײછした
合ɺࠜに͋る歯৫ጶױէ࣭をআ
性のແ͍࣭Ͱॆరܹしɺࠜをੜ体ڈ
͢るࠜߦ͕ྍ࣏ΘΕるɻし͔しɺ歯の
͋るओ͔ࠜΒ分ࢬしたࠜଆࢬにጶױ৫
தの௧Έࠜॆྍ࣏ଘした合ɺ͕ࠜ
రޙに௧Έ͕ܧଓ͢る合͕͋るɻଆࢬ
歯科用9ࣸਅͰ͢૾ࡱる͜ͱࠔͰ͋Γɺ
歯科用CTͰ͋Ε確ೝͰ͖るののɺશͯ
の歯科医院にઃஔ͞Ε͍ͯるのͰͳ͍ɻ
ຊ研究Ͱɺطଘの電ؾతࠜ測ఆثの
デʔタを࠶ղੳ͢る͜ͱͰɺଆࢬのҐஔ開
をリアルタΠムͰ表ࣔ͢るٕज़を開発ํޱ
しɺ医ྍثػͱしͯの実用化を目指し͍ͯるɻ 

歯Ԍ 
ࠜઑ性歯पԌ 

歯ྍ࣏をͬߦたに͔͔ΘΒͣ௧Έ͕
ଘ͢るױ者のதにൈ歯にࢸるྫࣄ͋Γɺ
ͦのݪҼの一෦をଆࢬのጶ͕ױΊるͱਪ
のٕثଘのࠜ測ఆطΕるɻຊ͞
ज़をԠ用した製Ͱɺ؆ศͳૢ࡞Ͱଆࢬの
Ґஔ開ํޱをಛఆՄͰ͋Γɺ歯࣏
ྍに͓͍ͯଆࢬにアプϩʔチ͢る際のબ
 ͞Εるɻظるͱ͕大͖͕͘ࢶ

 験・開発ٕज़の֓ཁ・目తࢼ

ର࣬ױ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 

ຫੑ᙭௧ͷݪҼͰ͋Δࠜଆࢬͷݕग़ͱྍ࣏๏ͷ
ཱ֬ 

؆ศͳૢ࡞ʹΑΔଆࢬのಛఆΛ実ݱ 

ภ৺ϞʔλʔΛ༻いͨऀྸߴʹ༏͠いࣃੴআڈ
ஔͷ։ൃ 

த度ɾॏ度歯पԌ 

εέʔϥʔチップのઌ෦͔Β405 nN のՄޫࢹレʔβʔ
ͱ3�աࢎ化ਫૉਫを同時にग़͢͜ͱͰώυϩキγルϥジカ
ルをੜ 

2�1		 2�1
	 2�1�	 2�1�	 2�2�	

医師主導 
治験関࿈ 

業ڐՄ取得 
ඞཁॻྨ࡞ 

承認申請 
৹ࠪؒظ 

 ௐୡۚࢿ
৽ձࣾઃཱ 

 機器開発࢈ྔ

ൢ
ച
開
 ࢝

 Έɻࡁڙにఏۀاక݁した製ൢܖ験݁Ռ࣏
 ঝೝਃ४උதͰ͋るɻ͕ۀاɺࡏݱ

 のlίンτϩʔϧz͕Մྗەࡴ  !�

�!  l҆શੑzを確อ 

�!  lίスτzの実ݱ 
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)Aບք໘෦4&M૾
º5000 

)Aບ：)Aฆ体のඍࡉ化によΓ 
 一͔ͭΪϟップレεのք໘ۉ

)Aບք໘෦T&M૾
º250000 

ϋンυϐʔε型PJDஔ 

ثػ験࣏	 

20"	 20"	

ບޙ ບલ է࣭表໘：ۉ一ͳ)Aບɺ 
էࡉのશͳ෧ 

ઠ෦ɺଆࢬの電ྲྀのྲྀΕ 

౦େֶେֶӃֶࣃ研究Պ 
છの予のײέア歯ߢޱ者のྸߴ ໜ ࢘प治療ֶ ঙࣃࣃ

ΈͳΒͣɺޱを͜͏ͱͰશの݈߁ঢ়ଶ
2O-のҡ࣋に大͖ͳׂをՌた͢͜ͱ͕Β
Ε͍ͯるɻし͔しɺࡏ医ྍに͓͚るߢޱ
έアज़者のෛ୲͕大͖͘ɺ歯ੴআڈに͓
͍ͯߴՁͳͪ࣋ӡͼ式Իεέʔϥʔを
用͍る͔ɺ不҆ఆͳױ者ϕッυͰख用εέʔ
ϥʔを用͍る͜ͱ͕௨ྫͰ͋るɻ 
ຊγʔζͰɺภ心ϞʔタʔのৼಈͰ༰қに
歯ੴをআڈͰ͖るɺͪ࣋ӡͼՄͳখ型の電
ಈεέʔϥを開発したɻPMDAͱのର໘助ݴ
をͯܦɺ医ࢣओಋ࣏験をྃし͓ͯΓɺ実用
化に͚た࠷ऴஈ֊に͋るɻ 

 έアߢޱ医ྍに͓͚るࡏ

ຊภ心Ϟʔタʔ͕発͢るৼಈをεέʔ
ϥʔチップに伝ୡ͢るߏͰ͋ΓɺԻ
εέʔϥʔのよ͏ͳਫをඞཁͱͤͣɺख
用εέʔϥʔにൺѹతͳޮۀ࡞を༗
͢るɻ 
医ྍに͓͚る歯ੴࡏ؆ศͰ͋Γɺ࡞ૢ
আڈを༰қに͜͏ߦͱ͕Մͱͳるɻ·たɺ
医ࢣओಋ࣏験を実ࢪしɺे分ͳ歯ੴআڈ性
を༗͢る͜ͱ確ೝし͍ͯるɻ 

 験・開発ٕज़の֓ཁ・目తࢼ

ର࣬ױ 

治療ֶతϙδγϣニングڝ߹品とൺͨ༏Ґੑ 
ज़者のෛ୲ܰݮとױ者20L上Λ྆立 

ԑԼの歯ੴをআ͢ڈる͜ͱͰԌ͕ 
վળ͞Ε歯पϙέット͕ઙ͘ͳるɻ 

•! ৼಈ数ԻεέʔϥよΓখ͘͞ɺ࡞用点Ͱのの
発ੜ΄ͱΜͲͳ͍ɻ 

•! Իεέʔϥにൺࢪज़者のՙॏをݮɻ 
•! 一ൠに用͞Εる10ܗঢ়のεέʔϥʔチップを用ҙɻ 

ʢৼಈ数　25�000ʙ40�000 )[ʣ 

ϝリοτ 
ԻのྗによΓ歯ੴをޮ
ྑ͘আڈɻ 
σϝリοτ 
用点Ͱ͕発ੜ͢るたΊɺ࡞
ਫ͕ඞཁɻ 

ख用εέʔϥ Իεέʔϥ 

DU-17ৼಈεέʔϥʢຊʣ 

ϝリοτ 
ਓྗͰ歯ੴをるたΊɺஸೡ
ͳ͕ྍ࣏Մɻਫ不ཁɻ 
σϝリοτ 
ྍ࣏εタッϑのෛ୲ͱɺྍ࣏
時ؒのԆɻ 

ʢৼಈ数　100ʙ200 )[ʣ 

臨床試験ऴ͔ྃΒঝ認取ಘ·Ͱのシーζ（�）

17



 　 

医療・݈߁Ͱʮ΄͔ͬͨ͠ʯとݴΘΕΔՁΛり出͢ 

アカデϛックɾαΠΤンεɾϢχット	A4U
ɺ2014年3月に開࢝したɺCR*&TO
όΠオデβΠン෦͕ӡӦ͢るプϩάϥムͰ͢ɻ 
を௨しͯ多͘のχʔζを୳؍ݱにೖ͍ͬͯた͖ͩɺݱのํ々に医ྍۀا
医ༀɾγεςムɾαʔϏεͳͲの製ثػɺ৽たͳ医ྍ͍ߦΈをࠐߜしɺࡧ
化ɾۀࣄ化を目指し͍ͯた͖ͩ·͢ɻ 

ίτͮ͘り͏ॴͰのʮײڞʯ͔Β 
分߁ɾ݈ޢɾ製ༀɾհثػ点に立ͬた医ྍࢹӦ者ͳͲのܦ者ɾප院ࣄ者ɾ医ྍैױ
野のχʔζ୳ࡧʢ医ྍݱػ؍会のఏڙʣ 

͡Ί͔ΒʮΰʔϧʯΛݟਾ͑ͨ開発Λ 
医ྍݱの͔؍Βɺχʔζऩूɺۀࣄ化Ձの͍ߴ開発ςʔϚߜΓࠐΈのプϩ
ηεΠϊϕʔγϣン実ફʢόΠオデβΠンख๏ʣ 

ʮ৽͍͠出ձ͍ʯʹΑり開発ΛՃ 
কདྷの医ྍɾ݈ྖ߁ҬͰのΠϊϕʔγϣンを୲͏ۀاɾ医ྍ者ɾ研究者ɺ༷々ͳ
ํͱのネットϫʔキンάߏங 

2019ୈ***ظ	10݄開࢝
Λެืத 
          	5݄ʹక༧ఆ
 

お問い合わせ ｜　όイΦσβイン部門　｜　TEL：022-274-3501　｜　Email：asu@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

"46の 
 ຊபࡾ

医ྍのʮݱʯの体験を௨しͯɺΤ
ンυϢʔβʔをݟਾ͑たχʔζを 
෯۷͘Γ͜ىし·͢ɻ 

医ྍ者ͱ開発者͕ରに͔ͭ多༷
ͳࢹ野に立ͬͯٞͰ͖る 
をઃ͚ɺϒレʔクε 
ルʔを͍ͩݟし·͢ɻ 

医ྍ者ͱۀاɺ研究者ͱۀاͳͲɺ
༷々ͳネットϫʔクをۦしͯࢹ　　 
　　　　点を֦大しɺ開発を加 
　　　　　ͤ͞·͢ɻ 

アΧσϛοΫ・αイΤンス・Ϣニοτ	"46
の取り組みとՌ 

ΞΧデミοΫ・αイΤンス・Ϣニοト（AS6）の取ΓΈと成果

౦େֶʗ౦େֶපӃ

 　 

お問い合わせ ｜　όイΦσβイン部門　｜　TEL：022-274-3501　｜　Email：asu@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

ड͚ೖΕ企業 

42 ࣾ  ৽21 ن ࣾ  ଓܧ 

 診療Պྗڠ
ʢϑΝγリςʔタʔ 227໊ɺྗڠ者 1129໊ɺの278ྍ科ʣ 

44科 

ʢ共同研究һडೖ 1175໊ <͏ͪਖ਼426໊ نɺྟ時749໊>
 
実施ճ数 2562ճ 

スϖγϟリスτのインタϏϡʔ 287ճ 
όイΦσβイン 341ճ 

医療ै事者ߨ͚ԋձ 550ճ 

ϋンζΦンܕ実श 50ճ 

༗ࣝ者ߨԋ 49ճ 

実績 
2014年3月ʙ2018年11月 

৽ڞنಉ研究క݁ 9݅ 

৽ن事業 
ʢ͏ͪɺࢧԉ1݅ɾ४උத2݅ʣ 

4݅ 

ʢ2015年10月ʙʣ 

˙ந出ニʔζのల開 

ֶज़ࢦ導ܖ 14݅ 

ֶձ発ද 10݅ 

外部施ઃ 50ࢪઃ 

東北大学工学෦ɾ医工学研究科ɾྲྀ体科学研究ॴ
の研究者をड͚ೖΕ 

˙δϟύンόイΦσβインϓϩグϥϜ 

医療器۩用ߴਗ਼ড়ચড়ࡎ   έσΟΫリʔン 
共同研究開発：株式会社έディカ 

アΧσϛοΫ・αイΤンス・Ϣニοτ	"46
の取り組みとՌ 
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Φʔϓン・イϊϕʔγϣンʹ͚ͨ取り組み 	)6#とͯ͠の౦ژࣨのׂ
 

お問い合わせ ｜　ࡍࠃ部門　｜　TEL：03-3273-3601　｜　Email：HloCal@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

66� 10� 

3� 
9� 9� 9� 9� 9� 9� 

3� 

3� 
6� 

66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 66� 
医ྍۀاثػ 

10� 10� 10� 10� 10� 10� 10� 10� 10� 
製ༀۀا 

 ۀاੜ医ྍ࠶

ւ֎ۀا 
3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 

アカデϛア 
3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 3� 

ެతؔػ 

6� 6� 6� 6� 6� 6� 6� 6� 6� 6� 6� 6� 6� 6� 6� 6� 
ͦのଞ 

 ઌܖ
༁ 

શ体のɺ 
ϕンチϟʔ6 ۀا社 

実績 
 ࣾ数ܖ

ͦのଞ׆ಈ 
 
�!国際׆ಈ 

•! )BD׆ಈ  ：CRTのࢀ加 
•! *4O׆ಈ  ：TC194にࢀ加 
•! ւ֎AROɺւ֎コンαルタントͱの࿈ܞ 

　　　　 
�!ެతؔػɺϕンチϟʔࢧԉؔػよΓϕンチϟʔۀاのհ 
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32 

2017 2018 

ֶ研究者 
医ֶ・薬ֶ・ֶ 
 他 ֶ医・ֶࣃ

࿈ܞ 

オʔプンΠϊϕʔγϣン 
ઓུߏػ 

$3*ET0 
  γʔζ開発ɾࢧԉ 

 
"46 ࡒ 薬事 治験ؔ࿈支援 σʔタηンタʔ ϓϩδΣΫτ 

Ϛωδϝンτ 

$3*ET0 ؔ࿈部門 

大学ຊ෦ 
 ܞ学࿈࢈

"γʔζ #γʔζ $γʔζ 
 ಇڠ

౦ژࣨ 
σʔタηンタʔ 

機 
ίンαϧ 

ςʔγϣン 
開発γʔζ 

հ 
 ֶ࢈
࿈ܞ 

ਓࡐ 
ҭ ڞࡍࠃಉ治験 

ւ外ల開・導ೖ 

ւ外̧̖̤ 
ւ外企業 
 ہ੍ن

แׅ࿈ڠܞఆ 

U4-Japan 
"aSNPnJ[aUJPn 

CZ DPJnH	)BD
 

)aSWaSE UnJWFSTJUZ 
4UanGPSE UnJWFSTJUZ 

医ྍۀاثػ 

γʔζӾཡ 

アカデϛア　 

 ಉ研究ڞ

製ༀۀا 

医ֶతॿݴ・薬事ࢦ導 

ਓࡐڠࡍࠃ・ݣௐ 

 ܞԉɾ࿈ࢧ֎点ڌ

#େֶ "େֶ ࢧԉґཔ 

 　 
σʔタηンタʔ業支援૬ஊ 

 खஈɾ࣭ཧܭ適ͳデβΠンɾ౷࠷
ํ๏の͝ఏҊ 

開発Ҋ件ʹର͢Δ目ར͖ 
 るアΠデア製の実用性͍͕ͯͬ࣋ۀا

 ΈͳͲࠐݟՁのࢢ

౦ژ͕ࣨఏ͢ڙΔ۩体తͳαʔϏス 

お問い合わせ ｜　ࡍࠃ部門　｜　TEL：03-3273-3601　｜　Email：HloCal@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

東京分室では、国際部門、開発推進部門、臨床試験データセンター所属の専門家３名が

常駐し、医薬品・医療機器開発に関する疑問を解決に導きます。

医療分野に興味はあるけど、どうしたらいいかわからない。誰かに相談したいけど周りに

医療に関する専門家がいなくて…など、開発のアイディア段階から製品の実用化までを

サポート。企業のアイディアはもちろん、研究者のシーズ支援、パートナー企業探しなど、

国内外、学内外を問わず対応します。

ʼ̓  アクηス

˙౦ژϝτϩۜ࠲ઢɾଂઢʮࡾӽલӺʯ"6ग़ޱΑΓ

ెา3

˙+3૯ຊઢʮ৽ຊڮӺʯ5൪ग़ޱΑΓెา2

౦ઢɾதԝշઢʮਆాӺʯೆژखઢɾࢁ3+˙ ޱ

ΑΓెา11ɺʮ౦ژӺʯຊޱڮΑΓెา13

東京都中央区日本橋本町2丁目3-11 
日本橋ライフサイエンスビルディング 607・909

ࡾ
ӽ
લ
Ӻ

日本橋駅

都営日本橋駅

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

東京メトロ半蔵門線

東京メトロ東西線

౦ژ分ࣨ
JR総武本線

至
神
田
駅

౦
ژ
Ӻ

৽日本 ڮ Ӻ

+3

日本銀行

ত

௨

日本橋
三井タワー

日本橋
三越本館

日本橋
郵便局

日本橋

ࡾ ӽ લ Ӻ

日本ڮ
ϥイϑαイΤンス
Ϗϧディング

部門お問い合わせࡍࠃ TEL：03-3273-3601 E-mail：HloCal@crieto.hosp.tohoku.ac.jp

౦ژ分 ྟ・部門・開発推進部門ࡍࠃ）ࣨ  চ試験データηンター）

ϑϦー
ίϯαϧςーシϣϯ

1

企業が抱える品目や

開発に関する悩みを

自由に相談

σーληϯλー
ԉ૬ஊࢧۀ

�

最適なデザイン・

統計手段・品質管理方法

等のご提案

開発Ҋ件ʹର͢Δ
ར͖

3

企業が持っている

アイデアや製品の実用性や

市場価値の見込みなど

ΞーϦー
ϑΟーδϏϦςΟ
ελσΟ

4

開発初期段階での製品の
有効性、安全性などの点から
実行可能性を探る調査

ϝσΟΧϧ
ϥΠςΟϯάࢦಋ�

�

PMDAに提出する資料の

制作指導、確認など

౦ژࣨ
6ͭͷαーϏε

中
ԝ
௨

開発ϩーυϚοϓ
૬ஊ

開発の最終段階である

承認までを見据えた研究を

進めるための相談

2

東ژதԝ۠日ຊڮຊொ2ஸ目3-11 
日ຊڮϥΠϑαΠΤンεϏルディンά607ɾ909 

�! 東ژメトϩۜ࠲ઢɾଂઢʮࡾӽ
લӺʯA6ग़ޱよΓెา3分 

�! JR૯ຊઢʮ৽日ຊڮӺʯ5൪ग़ޱ
よΓెา2分 

�! JRࢁखઢɾژ東北ઢɾதԝշઢ
ʮਆ田ӺʯೆޱよΓెา11分ɺʮ東
 よΓెา13分ޱڮӺʯ日ຊژ

東ژ分ࣨͰɺ国際෦ɺ開発ਪਐ෦ɺྟচ試験デʔタηンタʔॴ属のઐՈ໊͕̏ৗறしɺ医ༀɾ医ྍثػ開発にؔ͢るٙをղܾにಋ͖·͢ɻ 
医ྍ分野にڵຯ͋る͚ͲɺͲ͏したΒ͍͍͔Θ͔Βͳ͍ɻ୭͔に૬ஊした͍͚ͲपΓに医ྍにؔ͢るઐՈ͕͍ͳͯ͘ʜͳͲɺ開発のアΠディアஈ֊͔Β製の実用化·
ͰをαϙʔトɻۀاのアΠディアͪΖΜɺ研究者のγʔζࢧԉɺύʔトφʔۀا୳しͳͲɺ国֎ɺ学֎をΘͣରԠし·͢ɻ 

ϑリʔίンαϧςʔγϣン 
 る目๊͕͑ۀا

開発にؔ͢るΈをࣗ༝に૬ஊ 

開発ϩʔυϚοϓ૬ஊ 
開発の࠷ऴஈ֊Ͱ͋るঝೝ·Ͱをݟਾ͑た 

研究をਐΊるたΊの૬ஊ 

アʔリʔϑΟʔδϏリςΟスタσΟ 
開発ॳظஈ֊Ͱの製の༗ޮ性ɺ҆શ性ͳͲの

点͔Β実ߦՄ性を୳るௐ査 

ϝσΟΧϧϥイςΟングࢦ導 
PMDAにఏग़͢るࢿ料の 

制࡞指ಋɺ確ೝͳͲ 

γʔζհ 
 にհۀاγʔζをر

アΫηス 

ͦのଞに͝ཁ͕͍͟͝·したΒ 
͝૬ஊ͍ͩ͘͞ʢ国際共同࣏験ͳͲʣ 

Φープン・イϊϕーシϣンにけた取ΓΈ
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ྟচ研究ωοτϫʔΫ部門の取り組み 
ネットϫʔクのߏங 

教ҭのࢧԉ ྟচ研究のࢧԉɾ࣬ొױʢレジεトリʣのߏங 

ɾ東北大学ප院 
ɾ東北医科ༀ科大学ප院 
ɾΈ͗ݝೆத֩ප院 
ɾઋ医ྍηンタʔ 
ɾઋࢢ立ප院 
ɾઋेࣈප院 
ɾ̟̘̝̤ ઋප院 
ɾJRઋප院 
ɾ東北ެࡁප院 
ɾٶ͜ݝͲප院 
ɾٶݝ立͕Μηンタʔ 
ɾ大࡚ࢢຽප院 
ɾੴרेࣈප院 
ɾݪ܀தԝප院 

ɾؠख医科大学ෟ属ප院 
 

ɾ߂લ大学医学෦ෟ属ප院 
 

ळ田大学医学෦ෟ属ප院ɾ 
͖͋た࣏験ネットϫʔクɾ 

 大学医学෦ෟ属ප院ɾܗࢁ
Ԭࢢ立ප院ɾ 

ౡݝ立医科大学ෟ属ප院ɾ 

ɾؠख医科大学ෟ属ප院
͖͋た࣏験ネットϫʔクɾ ͖͋た࣏験ネットϫʔクɾ 

Ԭࢢ立ප院ɾ 

౦۠ 

 ʢฏ31年1月時点ʣࡏݱ
�!  数：7医系大学ɺ13ප院ɺؔػ加医ྍࢀ

͖͋た࣏験ネットϫʔク	17ප院
 
　පচ数：16485চ 

�! কདྷの目ඪࢀ加医ྍؔػ数：50ࢪઃҎ্ 
　පচ数：25000চҎ্ 

OVS (Pal 
東北7大学͕த心ͱͳΓɺߴ࣭Ͱεϐʔυ͋ײるྟচ
研究࣏験を実͢ࢪるたΊɺྫूੵ性の্ɺઐ
ਓ材の教ҭ環ڥをඋしɺ東北Ҭશ体のྟচ研究
࣏験の׆性化をਪਐ͢るɻ 

ADUJPn Plan 
ᶃ 東北ํશ体を1UN*Tͱ͢るωοτϫʔΫのߏங 
ᶄ 共同̧̞̗をઃஔしਝͳ৹査体制のߏங 
ᶅ ̧̘̘のઐਓ材をҭ͢るڭҭ体੍のඋ 
ᶆ ඪ४ۀखॱॻɺܖॻ ֤छ༷式の౷一 

౦のྗΛ߹Θͤɺ 
౦発のઌ医療Λ発৴ 

શࠃ 

ւ外 

�!   ܞし研究ઓུతਪਐプϩάϥムͱの࿈ڮ
　　　ɾڌ点ؒネットϫʔクۀࣄͱ࿈ܞ 
 　　ɺ࠵ը開اϞχタʔ研म会のڃるऔͰのॳಈྫ：Ϟχタリンάに׆　　　　
　　　　　　　　東北۠のडߨ者ืू 
　　˞શ国10͔ॴのڮし研究ࢧԉڌ点のج൫ɾネットϫʔクを׆用しͯɺ࢈学࿈ܞɺڌ点֎のؔػをࢧԉ͢る 
　　　　ਓ材ɾઃඋをඋɺγʔζҭྗをڧ化͢るɻ 

 
�! 国立大学ෟ属ප院 ྟচ研究ਪਐ会ٞͱの࿈ܞ 

ʢશ国国立大学ෟ属ප院42大学45ප院Ͱߏʣ 
　　　ɾT(2ʲネットϫʔクʳɺ北ւಓ/東北άルʔプͱの࿈ܞ 
 ಈྫ：ྟচ試験ྟচ研究のϑィʔジϏリςィௐ査ɺ׆　　　　
 ઃຖのಘҙ分野ʢྍ科ʣௐ査ࢪ　　　　　　　　

�! 国際෦ͱ࿈ܞしɺྟচ研究ネットϫʔク෦を૭ޱͱし֤ͯ෦のػを݁
ूͤ͞たάϩʔόルࢧԉ体制をඋ 

�! 国際共同ྟচ研究ɾ࣏験のਪਐにたͬͯɺ国際共同ྟচ研究実ࢪਪਐڌ点
Ͱ͋る 大ࡕ大学医学෦ෟ属ප院ɺ国立͕Μ研究ηンタʔதԝප院ͱのੵۃతͳ
 を図るܞɾ࿈ྗڠ

�! 加実者ࢀ会ٞのܞಈにରしͯɺ࿈׆点͔Β発৴͞Εる国際展開のڌ྆
ؒͰのใ共༗のඞཁͳྗڠɾ࿈ܞを͏ߦ 

�! TTNࢪઃの教ҭのࢧԉɾใ発৴   教ҭ෦/開発ਪਐ෦ͱの࿈ܞ 
�! શ国のアカデϛアのϞχタリンά教ҭ ڮしڌ点ؒネットϫʔクۀࣄ 

�!  ױશ性ΤリςϚトʔデεͳͲ18࣬　ױ国͕指ఆ͢るಛఆ࣬：ױ࣬
�! ௐ査2016：ؒظ年よΓલ͖にొ  

ొઌ：CR*&TOのྟচ研究ࢧԉγεςム　)OP& FACRF44  
ʢಛఆ࣬ױஅॻ࡞ఏग़時ظに合Θͤͯ年1度実ࢪʣ 

�!  ઃࢪઃ：7ࢪ加ࢀ
立தԝප院ɺळ田大学医学෦ෟ属ප院ɺ東北大学ප院ɺ東北医科ༀ科大ݝલ大学医学෦ෟ属ප院ɺ੨߂
学ප院ɺܗࢁ大学医学෦ෟ属ප院ɺౡݝ立医科大学ෟ属ප院 

ྫू積ੑ上Λ目ױ࣬ͨ͠ࢦϨδスτリ 

お問い合わせ ｜　ྟচ研究ωοτϫʔΫ部門　｜　Email：ttO@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

日 時 ： 平成３１年１月２３日（水）
１８時００分～１９時００分

場 所 ：臨床講義棟２階 臨床大講堂

平成３平成３００００年度

日日日日日日 時時時時時時 ：： 平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年年年年１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３３３３３３日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水））））））））

第５回臨床研究講習会

＊本講習会は、“臨床研究ライセンス制度”の講習会です。
お申込み方法：東北大学グループウェアの「イベント登録・申込」から、
もしくは下記お問い合わせ先まで FAX・E-mailにてお申込みください。
【問合せ先】臨床研究推進センター 教育部門 担当：横山

内線：3992 FAX：022-274-1637
Email:edu＠crieto.hosp.tohoku.ac.jp

「もう悩まない、迷わない臨床研究！」
１．「臨床研究法の概要」

東北大学臨床研究審査委員会事務局

横田 崇 先生

２．「臨床研究法等における安全性情報の取り扱い

について」

臨床研究推進センター 臨床研究安全管理部門

鈴木 章史 先生

３．「事例を踏まえた臨床研究実施時の留意点」

東北大学病院 臨床試験品質保証室

早坂 幸子 先生

※ 講演会終了後に相談会を行います。現在臨床研究を実施中、
申請中、これから申請される方など色々と御相談できますので
この機会に御活用ください。

9：30 ～ 17：00 東京
入門編は実務経験のない方が対象です
詳しくは募集要項を確認してください

9：00 ～ 17：40
東京・仙台・大阪・福岡
テレビ会議システムを使って
講師の講義映像を各会場に配信します

บƠဦႎਖ਼ᡶȗȭǰȩȠ ਗໜ᧓ȍȃȈȯȸǯ ȢȋǿȪȳǰに̞ǔӕኵ

Ҕၲೞ᧙にƓいてŴҔࠖɼݰ᬴ǇƨƸ臨床研究のȢȋǿȪȳǰਃ࢘ᎍᲢƓƓǉƶኺ᬴2࠰以ϋᲣ
ǋƠƘƸƜǕƔǒȢȋǿȪȳǰಅѦをᘍƏʖܭの૾を対ᝋƱƠƨȢȋǿȸ研修会を͵ƠǇƢ
Ҕၲೞ᧙にƓいてŴҔࠖɼݰ᬴ǇƨƸ臨床研究のȢȋǿȪȳǰਃ࢘ᎍᲢƓƓǉƶኺ᬴2࠰以ϋᲣ

ИኢȢȋǿȸ研修会

①① 講義
（入門編）

②② 講義
（初級編）

※※１

11/10
（土）

9/29
（土）

1/13（日）-14（月祝） 東京会場

2/16（土）-17（日） 大阪会場

1日目：13：00 ～ 17：00
2日目： 9：00 ～ 17：30
上記２会場からお選びください 研修内容はいずれも同じです

③③ 演習
（初級編）

※※１※
※
※※１
※※※※２

èᲫ ମࡇ࠰ӖᜒƞǕƨ૾でǋӖᜒにᛆ࢘ƢǕƹӋьӧᏡでƢがŴĭᜒ፯ᲢИኢዻᲣƓǑƼĮ፼ᲢИኢዻᲣ
ƸŴମࡇ࠰ƱӷơϋܾがԃǇǕǇƢのでƝသ意ƘƩƞいŵǇƨŴ応Ѫᎍٶૠのئ合ƸӋьをƓૺǓƞƤてい
ƨƩƘئ合がƝƟいǇƢŵ

èᲬ Ӳ会ئŴӖᜒʴૠにСᨂがƋǓǇƢŵƓଔǊにƓဎƠᡂǈƘƩƞい

ȷ なƓŴ研修時᧓Ƹ٭になǔئ合がƋǓǇƢ

ĭᜒ፯ᲢИኢዻᲣŴĮ፼ᲢИኢዻᲣをӖᜒƞǕƨ૾に修ʕᚰをႆᘍƠǇƢ

ӋьᎍѪᨼ᧓： 8/18/1 ᳸᳸ 8/22 Ტܭ員にᢋƠ次ᇹዸЏᲣ

日時 ： 平成30年 8月27日（月） １6：00～１8：00

場所 ： 弘前大学理工学部 1号館5階 第10講義室

第1部（16：00-17：00）

「医用技術の実用化に向けた知的財産の活用」
東北大学病院臨床研究推進センター

知財部門 外越 康之

第2部（17：00-18：00）

「CRIETOの支援体制とAMED橋渡し研究支援事業の活用」
東北大学病院臨床研究推進センター

開発推進部門・知財部門

「教育部門及び橋渡し事業等主催の研修会のご紹介」
東北大学病院臨床研究推進センター

臨床研究ネットワーク部門 三浦 俊英

【プログラム】

ূਨ発 ୢૼ開発॑คにઅ岲峐峩ま峅峽かء
岾加岴ୄ峋峁峐ますآ

※説明会終了後に個別相談・質問を18時までお受けします。

主 催 弘前大学理工学研究科附属医用システム創造フロンティア
共 催 ひろさき産学官連携フォーラム・医工連携研究会
後 援 公益社団法人 精密工学会東北支部（予定）

公益社団法人 日本材料学会東北支部（予定）

<お問い合わせ〉
弘前大学理工学研究科 附属医用システム創造フロンティア事務局 柴田 理加

TEL：0172-39-3684 E-mail：shibata@hirosaki-u.ac.jp

臨床研究におけるモニタリングの基本と
実際の業務を演習形式で学ぶ

東北大学医学部
臨床講義棟１階 第１ゼミナール室場所

日時 平成３１年１月１２日（土）
１０時３０分～１５時３０分

・講義：10時30分～12時（90分）
・模擬モニタリング：13時～15時30分（150分）

定員２０名（申込先着順）人数

内容 ・モニタリングの概念、実施方法に関する講義
・模擬モニタリングを実施し、グループワークを行う

講師 東北大学病院 臨床試験データセンター
センター長 山口拓洋、 所属モニター他

＊東北大学病院以外の施設の方の受講も
受け付けています（受講料無料）

【お申込方法】 氏名・ご所属・職種を明記のうえ、下記問い合せ先
まで E-mail・FAX でお申込みください

【問合せ先】 東北大学病院 臨床研究推進センター
臨床研究ネットワーク部門（担当 三浦、菅野）

【E-mail】 ttn@crieto.hosp.tohoku.ac.jp
【FAX】 022-274-0390

締切：平成締切：平成3030年年年1212月月月2525日（火）

対象 東北地区のアカデミア、医療機関に所属している方

（本講習会は東北大学病院の“モニタリングと監査に関する講習会”の認定です。）

臨床研究ネοトϫーΫ部の取ΓΈ
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ྟচࢼ験σʔタηンタʔの取り組み 

ηンタʔ 
 洋 ޱࢁ

東北大学大学院医学系研究科 
医学౷ܭ学分野 教授 

•! ྟচ試験のاըஈ֊͔Β研究のऴྃ·Ͱ適に͝ࢧԉし·͢ 
•! ඃ験者の҆શ性ͱ研究の࣭を୲อした্Ͱɺޮతͳ研究の実ࢪを͝
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౦ژࣨ 
CR*&TO東ژ分ࣨにઐεタッϑ͕ৗறし͍ͯ·͢ 
 分ࣨのϙεタʔを͝ཡ͍ͩ͘͞ژ東ࡉৄ˞

$%*4$ඪ४の実装ܦ験と取り組み 
1.%" 1ilotʹࢀՃ͢Δ·ͰのܦҢ 
2013年  ใऩू 
2014年  ෦ษڧ会　 

 CR'ඪ४化ʢCDA4)ʣの検౼ 
 4DTMɾADaM࡞ʢ医ࢣओಋ࣏験ɺ 
 ඪ४化し͍ͯͳ͍طଘのDBʣ 

2015年  PMDAύΠϩットࢀ加 

デʔタϚネジメント 
άルʔプ 

౷ܭղੳ 
άルʔプ 

医ྍใཧ 
άルʔプ 

CD*4Cඪ४の工ఔ
に͍ͭͯɺBFHJn 
UP &nEͰ࿈ܞし
͍ͯ·͢ɻ 

৽نݟの出$ollaCoratioO 
実学ͱしͯのྟচ研究ࢧԉۀ 
�!東北大学大学院医学౷ܭ学分野 
 ཧ者ҭίʔス・ྟচ研究支援者ߴ　　
　　ʢम࢜ɾത࢜՝ఔʣ 
�!ओ教授ྟচ試験デʔタηンタʔ͕݉ 
　　国֎の製ༀۀاɾCRO͔Βの 
　　社会ਓ学ੜ͕ཤमத 

ྟচ研究のࢧԉͰੜ͡たٙを 
科学తߟࢥͰղܾ͢るγンクタンクͱしͯ 

東北大学大学院 
医学౷ܭ学分野 

ྟচ研究ࢧԉπʔル
のධՁͱ開発 

お問い合わせ ｜　ྟচࢼ験σʔタηンタʔ　｜　TEL：022-717-7137　｜　Email：coOsultatioO@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

	 
ਓ数 

डୗ͍ͤͯ͞たͩ͘際にɺൣۀ࡞ғɾՌɾεέジϡʔル々͝૬
ஊ͍ͤͯ͞た͖ͩ·͢ɻ 
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 の取り組みとՌڌؒωοτϫʔΫͰの౦େֶڌ
͡Ίʹ 
日ຊ医ྍ研究開発ߏػʢAM&D
 ֵ৽త医ྍٕज़ग़ڌ点プϩジΣクトに͓͍ͯɺจ
෦科学ল͕ਪਐ͢るڮし研究プϩάϥムɺզ͕国のアカデϛアに͓͚るૅج研究
のՌの実用化を目తͱしɺશ国10大学のڌ点をඋしɺ֤ڌ点アカデϛア発
γʔζの実用化ࢧԉͦのࢧԉਓ材のҭAROͱしͯのػڧ化を͍ͯͬߦるɻ 
ୈ3ڮظしプϩάϥムͰ͋るʮڮし研究ઓུతਪਐプϩάϥムʯに͓͍ͯɺʮڌ
点ؒネットϫʔクʯͱしͯ̑ͭの͕ۀࣄ実͞ࢪΕ͓ͯΓɺͦのதͰʮϞχタリンάに
ͱしͯہࣄるऔʯに͓͍ͯ東北大学͕点リιʔεのެ開にڌるऔʯͱʮ
るऔをத心ͱしͯɺͦのたɻຊ発表ͰϞχタリンάにͬߦのӡӦをۀࣄ྆
Ռをհ͢るɻ 

体੍ 
Ϟχタリンάにるऔ ϫʔキンάάルʔプʢ8(ʣ　　 
　代　表  洋 ޱࢁ 

 東北大学ප院 ྟচ試験デʔタηンタʔ 
 東北大学大学院医学系研究科 医学౷ܭ学分野 教授 

ہࣄ　  東北大学ネットϫʔクࣄہ 
　　　　　　　ʢ東北大学ප院 ྟচ研究ਪਐηンタʔにઃஔʣ 

 ୲3໊ࣄ1໊ɺہࣄ 

事業֓ཁ 

プϩάϥム໊ ڮし研究ઓུతਪਐプϩάϥム 

 2017年度͔Β2021年度 ؒ　ظ

 点ڌ加ࢀ
北ւಓ大学ʢ分୲ࡳ：ؔػຈ医科大学ʗѴ医科大学ʣɺ 
東北大学ɺஜ大学ɺ東ژ大学ɺܚጯٛक़大学ɺ໊ݹ大学ɺ
 大学ɺभ大学ࢁ大学ɺԬࡕ大学ɺ大ژ

 点ؒネットϫʔクڌ ໊ ۀ ࣄ

8( ໊ Ϟχタリンάにるऔ 

目　త ڌ点֎のϞχタリンάの࣭ɺඅ用ରޮՌの্を目指͢ 

 ಈ実績׆
ॳڃモニタʔ研मձ 
ઐϞχタʔٴͼ教ҭ୲8(メンόʔ͕ࢣߨϑΝγリςʔタʔͱͳΓɺશ国の
 ࠵Ϟχタʔ研म会を開ڃઃをରͱしたॳࢪ֎点ڌ

ೖฤ˞ʢٛߨʣ ॳڃฤʢٛߨʣ ԋश 
2017年度 - 123໊ 91໊ 
2018年度 49໊ 79໊ 60໊ʢ予ఆʣ 

˞2018年度ࣄ৬ྟচ研究にؔ͢るܦ験のし͍डߨ者をରͱしたೖฤٛߨを加Ͱ実ࢪした 

20� 

10� 
8� 

44� 

18� 

2018年度ॳڃϞχタʔ研म会 
ॴ属ؔػผडߨ者ׂ合 

 点֎のϞχタʔ ਓ材の教ҭڌ
2018年度ॳڃϞχタʔ研म会開࠵ 
•! ೖฤ：東ژ 
•!  　˔ ฤڃॳٛߨ
 ԋ会ެࢣߨ　　　
　　　　ઋɺ東ژ 
　　　αςϥΠト会 
　　　　大ࡕɺԬ 
•! ԋश˙：東ژɺ大ࡕ 

ᶃ! ೖฤ  日時：2018年9月29日	
  会：東ژ 
ᶄ! ॳڃฤ  日時：2018年11月10日	
   会：東ژɺઋɺ大ࡕɺԬ 
ᶅ! ԋश  日時：2019年1月13日	日
 14日	月
  会：東ژ 

 日時：2019年2月16日	
 17日	日
  会：大ࡕ 

 外ڌ
 ڌ 立େֶࢲ

 外ڌ
 立େֶެࠃ

 立医療ެࠃ
ηンタʔ 

その他 
医療機ؔ 

事ہとͯ͠の׆ಈ༰・実績 
l! த্ڃϞχタʔ研म会をاըɾ開࠵ 

4ճ開࠵予ఆɺ֤छࣄۀہ˞を実ࢪ 
l!  ࠵ըɾ開اϞχタʔ研म会のڃॳ͚֎点ڌ

ೖฤٛߨɺॳڃฤٛߨɺॳڃฤԋशʢ2会ɺ֤2日ؒʣ開࠵ 
֤छࣄۀہ˞を実ࢪ 
 料४උɺ研म会ӡӦɺࢿґཔखଓ͖ɺࢣߨ加者の࿈བྷɺࢀ：会४උɺ日ఔௐɺۀہࣄ˞

 　ିし会ٞࣨۀ者ɾࡱӨۀ者ͱのަব 

l! Ռ࡞ࢧԉ 
ύンϑレットのҹɾɺ学会ϙεタʔͳͲの࡞ࢧԉ 

l! 8(会ٞの開࠵ 
̏ճ開࠵予ఆ 
会खɺメンόʔの日ఔௐɺࢿ料४උɺ会ٞӡӦ 

l! Ռใࠂの࡞ɺใࠂ 
ްੜ࿑ಇলྟচ研究෦会のఏ࡞ݴɻ日ຊྟচ試験学会学ज़ू会૯会に
͓͍ͯ展ࣔ発表ɻAM&DՌใࠂ会Ͱϙεタʔ発表ɻAM&Dにใࠂ予ఆ 

த上ڃモニタʔ研मձ 

֎෦ࢣߨをটᡈしɺߨԋٴͼԋशを実ࢪ 
ରڌ点ॴ属Ϟχタʔ 

 ߨ者ௌԋデʔタϚネジϟʔؔߨ 	 

ୈ1ճ ߨԋʮྟচ研究๏ݩ年 r ಛఆྟচ研究のਐΊํrʯ 

ୈ2ճ ߨԋʮ *C)-(CP	&6
վగͱ日ຊのྟচ試験のӨڹ ʯ 

日時：2018年10月15日ʢ月ʣ  会：東ژ 
 点Ϟχタʔʣڌ加者：18໊ʢࢀ

ୈ3ճ 
 ԋ ʮཁ݅ௐ査 -アカデϛアͱ4MOの立͔Β-ʯߨ
άルʔプϫʔク　ʮ ཁ݅ௐ査ථ࡞ ʯ 
άルʔプ発表ɺ૯合౼ 

日時：2019年 3月22日ʢ金ʣ  会：東ژ 

 会ʣژฤʢ東ڃॳٛߨ 会ʣژฤʢ東ڃॳٛߨ

ԋशʢ東ژ会ʣ ԋशʢ東ژ会ʣ ԋशʢ東ژ会ʣ 

ԋशʢ東ژ会ʣ 

ԋशʢ東ژ会ʣ 

 ಈ（Ռ・ύンϑϨοτ）׆ใ
l! 研究者/研究者をରͱした৽たͳϞχタリンά 

ύンϑレットを࡞ɺ૿しɺ学会Ͱ 

ୈ10ճ日ຊྟচ試験学会学ज़ू会૯会	2019/1/25�26
に 
ϒʔεग़展しɺϞχタリンάύンϑレット 

 の8(ϝンόʔ Ұཡڌ֤

ʻँࣙʼ　ຊࣄۀہをਐΊるに͋たΓɺ8(のઌੜํに多大ͳ͝ྗڠを͍た͖ͩ·したɻ 
　　　　　͜͜にਂ͍͘ँײたし·͢ɻ 

 ໊ࢯ 点໊ ॴ属ڌ

北ւಓ大学 北ւಓ大学ප院 ྟচ研究開発ηンタʔ 
  ߐ子ɾதܙ ηンタʔ খྛܞ学ɾҬ࿈࢈ຈ医科大学 ෟ属ࡳ

東北大学 東北大学ප院 ྟচ試験デʔタηンタʔ ޱࢁ 洋ɾԕ౻ ઍ代 

ஜ大学 ஜ大学 ͭ͘ྟচ医学研究開発ߏػ ྟচ研究ਪਐηンタʔ ݩؠ ढ़࿕ 

東ژ大学 東ژ大学医学෦ෟ属ප院 ྟচ研究ࢧԉηンタʔ 
東ژ大学医科学研究ॴෟ属ප院 TRɾ࣏験ηンタʔ Ԭ࡚ Ѫɾ野ౡ ਖ਼ 

 子لጯٛक़大学ප院 ྟচ研究ਪਐηンタʔ দౢ ༝ܚ ጯٛक़大学ܚ

 大学医学෦ෟ属ප院 ઌ医ྍ開発෦デʔタηンタʔ 田村 ಸ子ݹ໊ 大学ݹ໊

 大学医学෦ෟ属ප院  ྟচ研究૯合ηンタʔ 䠛 ོژ 大学ژ

大ࡕ大学 大ࡕ大学医学෦ෟ属ප院 ະདྷ医ྍ開発෦ྟচ研究ηンタʔ ᬑ ܙوɾ合 子 

Ԭࢁ大学 Ԭࢁ大学ප院　৽医ྍ研究開発ηンタʔ ٱ ݪ٢ඒ子ɾۙ౻ ඒ 

भ大学 भ大学ප院 AROੈ࣍代医ྍηンタʔ Ҵ田 実ࢬ子 

お問い合わせ ｜　౦େֶωοτϫʔΫ事ہ　｜　TEL：022-274-0390　｜　Email：trOw-o⒏ce@crieto.hosp.tohoku.ac.jp　｜　 

日時：2018年7月27日	金
 
会：東ژ 
 加者：33໊ࢀ
　　　 ʢڌ点ϞχタʔɺデʔタϚネʔジϟʔؚΉʣ 

UR-　IUUp�//XXX�NFYUnX�IPTp�UPIPLV�aD�Kp/IanEPVUT/002/Xp/ 
த্ڃϞχλʔͷڭҭ 

研मձ 

ւಓେ 
 ຈ医େ ౦େࡳ

ஜେ 

౦ژେ 

 ጯܚ
ٛक़େ ໊ݹେ 

େࡕେ 

 େژ

Ԭࢁେ 

भେ 

ୈ4ճ ʮϞχタリンάプϥンʯにؔ͢るٛߨͱԋश　ʢ予ఆʣ 
ʲߟࢀʳڌ点リιʔεެ開にるऔ 
　　　　 AコンγΣル　UR-　IUUpT�//XXX�USnFU-PD�Kp 

の取ΓΈと成果ڌؒネοトϫーΫͰの౦大学ڌ
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